『地域・社会課題解決ビジネス応援融資（愛称：S-wish）』の申込に必要な書類
◎申請にあたり、以下の書類提出をお願いします。
	No
	必要書類
	部　数
	ﾁｪｯｸ欄

	1
	応募条件確認リスト（指定様式）
	1部
	

	2
	事業計画書（指定様式）
	1部
	

	3
	補足説明資料　（Ａ4 10ページ程度まで）
※補足説明が必要な場合のみ提出してください。

事業の内容やサービス、商品等が記載された資料、仕様書・図面、企画書等
※ホチキス留めやファイリングせずに、クリップ留めにしてください。
	5部
	

	4
	決算書もしくは確定申告書（原則3期分　3期満たない場合は決算済みの分を提出）
	1部
	

	5
	試算書
	1部
	

	6
	借入返済明細（他の金融機関からの借入がある場合）
	1部
	

	7
	履歴事項全部証明書(3ヶ月以内に取得したもの)
	1部
	

	8
	法人代表者の本人確認書類（運転免許証、マイナンバー等）
	1部
	

	9
	法人担当者の本人確認書類（運転免許証、マイナンバー等）
	1部
	

	10
	お客さま個人情報の第三者提供について（法人代表者）
	1部
	

	11
	お客さま個人情報の第三者提供について（法人担当者）
	1部
	


＜注　記＞

※申込内容によって別途追加資料をお願いする場合がございます。
※法人代表者が法人担当者となる場合はNo９、１１の書類は不要です。　　
　※No１０、１１の書類は営業店に用意しております。
No.1 応募条件確認リスト
2023年5月12日版
	確　認　事　項
	ご回答

	（１）事業を通して解決したい社会課題　複数回答可（□をチェックして下さい）

	農林水畜産業
	□農林水畜産業の振興　□食の安全
	
	

	環境
	□自然環境保全　□省資源・リサイクル
	
	

	教育
	□学校教育　□社会教育　□職能開発
	
	

	福祉
	□高齢者・障害者福祉　□子育て支援
	
	

	医療
	□医療サービスおよびその向上
	
	

	人権
	□差別問題解決　□格差問題解決　□貧困問題解決
	
	

	その他
	□（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	

	（２）融資により創出が期待される社会的価値　複数回答可（□をチェックして下さい）

	　□新しい課題への取組：社会の発展に伴って顕在化した新しい課題に取り組む
	
	

	　□新しい解決策の提案：既に他の事業者が取り組んでいる課題領域において、より効果的・効率的な解決策を提案する
	
	

	　□既存の商品・サービスの効果・効率の向上：マニュアルの開発や器材の購入、データベースの導入、新しい人員の採用など
	
	

	　□新しいエリアでの展開：特定のエリアで展開し成果を挙げている事業の、他地域への展開
	
	

	　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	

	（３）事業計画　以下の①～⑤の要件を全て満たすこと

	1 （２）の社会課題を解決するための仮説と手法が具体的にみえている
	はい
	いいえ

	2  事業を実践するための経営資源（人、モノ、資金）がそろっている、もしくは融資により満たすことができる
	はい
	いいえ

	3  サービス／商品を提供、販売する方法と手段が具体的にみえている
	はい
	いいえ

	4  融資の返済を含めた収支計画書が作成できている
	はい
	いいえ

	5  上記を実践する事業計画が作成することができ、十分な実現可能性がある
	はい
	いいえ

	（４）以下の①～⑧の要件を全て満たすこと

	　① 税金や社会保険料事等を滞納していない
	はい
	いいえ

	　② 当金庫の営業地域内に主たる事業所を持ち、事業を営んでいる
	はい
	いいえ

	　③ 融資を受ける目的が、新規事業の立ち上げ、または既存事業の拡大である
	はい
	いいえ

	　④ 特定非営利活動法人の場合、融資審査の際、NPO法人会計基準に沿った会計報告を提出することができる
	はい
	いいえ

	⑤ 融資事業の実施成果が特定の法人・個人向けではない
	はい
	いいえ

	⑥ 融資期間終了後も、地域活性化・社会貢献に向け事業を継続する
	はい
	いいえ

	⑦ 本事業とは関わりのない投資や別事業の立ち上げなどの予定はない
	はい
	いいえ

	⑧ 申請に必要な書類に漏れがなく、申請書に金額等の誤りがない
	はい
	いいえ

	（５）融資後の報告要件　以下の要件を満たすこと

	① 融資後、年度毎の決算後に社会性評価指標、社会性評価項目の推移について支店担当者からのヒアリングを
受け、1年に1度、財務諸表を支店担当者に提出する
	はい
	いいえ

	西暦　　　　年　　　月　　　日

社名・団体名　　　　　　　　      　　　　  　　　代表者名　　　　   　　　　　　　　　　　


	※メディアへの法人名掲載について

	融資が実行された場合、本プログラムをより多くの方々に知って頂くことを目的に、法人名等を各種メディアに掲載することについて、可能な範囲でご協力ください。詳細は融資決定後に個別にご案内します。

	


No.2 事業計画書
書類作成日　2023年〇月〇〇日　
【会社/団体概要】

	フリガナ
	

	社名・団体名
	

	住所


	〒     　－


	創業／法人設立 

（西暦年月日）
	（創業）     年     月     日　　　（法人設立）     年     月     日

	スタッフ数
	　　　　　　　名
（うち有給フルタイム職員　　名、有給パートタイム職員　名）

	主な活動地域
	

	ウェブサイトURL 
	


【代表者情報】

	フリガナ 
	
	生年月日　　　　　　　　　　（西暦年月日）
	年     月     日（満     歳）

	代表者名
	
	
	

	住所
	〒　　　 －



【担当者情報】
	フリガナ 
	
	生年月日　　　　　　　　　　（西暦年月日）
	年    月 　日  
（満     歳）

	担当者名
	
	
	

	所属・役職
	

	E-mail
（常時連絡可能なもの） 
	@ 

	連絡先電話番号
（日中連絡をとれるもの） 
	    　 -    　　 -      


【借入概要】
	申込金額
	　　　　　　　千円
	資金使途 
	　　　　運転　・　設備

	具体的な資金使途
	

	返済期間
	〇カ月
	返済据置期間
	〇カ月






※特定の事業・プロジェクトではなく団体の取り組み全体についてお書きください。
その上で、特に主要な事業や融資の活用を考えている事業についてはより詳細に記載してください。

※以下、記入にあたっては、適宜、図表や写真などを挿入していただいて結構です。
1. 事業の目的　【各200～800文字程度】

事業を通して、どのような地域・社会を実現したいと考えていますか。また、具体的に誰の、どのような困りごとを解決したいと考えていますか。数字や当事者の声などを含めてお書きください。

	事業を通して
実現したい
地域・社会の姿
	

	事業を通して
貢献したい
顧客（受益者）は
誰ですか
	

	その顧客（受益者）のニーズや困りごとについて詳しく教えてください
	

	その顧客（受益者）にとっての「課題」が生じている原因や背景は何ですか
	

	上記の裏付けとなるデータや事実、顧客の声があればお書きください
	

	今、このタイミングでこの事業に取り組む理由や背景を教えてください
	


2. 事業モデルや商品・サービスの概要　【400～1000文字程度】
	


※パンフレット等の補足説明資料がありましたら、別途添付してください。
3. 事業モデルや商品・サービスの特長　【400～1000文字程度】

既に同じ課題や事業に取り組んでいる他社との比較を踏まえて、自社が優れている点をお書きください。
	


4.事業の推進体制・実現に向けた基盤　【全体で1ページ以内】
	代表者および
主要メンバーの
名前・役職と
プロフィールと経歴
	

	事業に関連する強み（ノウハウ・技術力・顧客基盤・ネットワーク等）
	

	既に決まっている取引先・連携先があればお書きください
	


5.　3年後の事業の目標

どのような活動に発展させたいのか、事業の目的や今後の活動の展望を踏まえ、優先度の高い項目から箇条書きでお書きください。

	3年後の目標（２～５項目程度）
（例：ボランティアの組織化、サービスの他地域展開など）

	


6．目標達成に向けた課題と解決方法

中長期的な事業の成長に向けて取り組むべき重要な経営上の課題を複数教えてください。また、それぞれについて想定する解決方法についても教えてください。

	課題
	解決方法

	
	

	
	

	
	


7．従業員数に関する実績と計画
	従業員数
	項目
（単位：人）
	前期
（実績）
	今期
（実績＋予定）
	翌期
（予定）
	翌々期
（予定）

	
	
	年＿月
	年＿月
	年＿月
	年＿月

	
	
	～年＿月
	～年＿月
	～年＿月
	～年＿月

	
	フルタイム従業員数
	
	
	
	

	
	パートタイム従業員数（※1）
	
	
	
	

	
	外部契約者数
	　
	　
	　
	　


※1パートタイム雇用者の内訳：パートタイマー、アルバイト、嘱託、契約社員、臨時社員、準社員
8．収支に関する実績と計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　千円）
	項目／年月
	前々期
（実績）
	前期
（実績）
	今期
（実績＋予定）
	翌期
（予定）
	翌々期
（予定）

	
	年＿月
	年＿月
	年＿月
	年＿月
	年＿月

	
	～年＿月
	～年＿月
	～年＿月
	～年＿月
	～年＿月

	収入の部
	自主事業収入
	　
	　
	　
	　
	　

	
	委託事業収入
	　
	　
	　
	　
	　

	
	会費
	　
	　
	　
	　
	　

	
	寄付
	　
	　
	　
	　
	　

	
	その他収入
	　
	　
	　
	　
	　

	合計（A）
	　
	　
	　
	　
	　

	支出の部
	商品・原材料仕入高
	　
	　
	　
	　
	　

	
	人件費
	　
	　
	　
	　
	　

	
	外注費
	　
	　
	　
	　
	　

	
	その他支出
	　
	　
	　
	　
	　

	合計（B）
	　
	　
	　
	　
	　

	返済額（C）
	　
	　
	　
	　
	　

	収支差額（A－B－C）
	　
	　
	　
	　
	　


9．社会的なインパクトに関する実績（決算期毎に状況をヒアリングします）
	社会性
評価指標
（※２）
	指標
	単位
	前々期
（実績）
	前期
（実績）
	今期
（実績＋予定）
	翌期
（予定）
	翌々期
（予定）

	
	
	
	年＿月
	年＿月
	年＿月
	年＿月
	年＿月

	
	
	
	～年＿月
	～年＿月
	～年＿月
	～年＿月
	～年＿月

	
	例）サービス提供数
	人
	50　
	60
	80
	100
	130

	
	例）給与所得向上率
前期を100として
	％
	95
	100
	108
	110
	110

	
	(          　　  )
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	(      　　      )
	
	　
	　
	　
	　
	　

	
	(      　　      )
	
	
	
	
	
	


	社会性
評価項目
（※３）
	事業実施による効果・変化

	
	

	
	

	
	例）従業員の意識変化

	
	例）支援対象者からの評価

	
	(          　　  )

	
	(      　　      )

	
	(      　　      )


（※2 社会性評価指標に関する注意点）
・事業が社会的課題解決に向けて順調に進んでいるかを数字として示すことがわかる指標を2~3つご記入ください。
　（例：受益者数、支援者数、導入企業数、被介護者数、参加者の就職率、 学力向上度、顧客満足度）
（※3 社会性評価項目に関する注意点）
・事業が社会的課題解決に向けた取り組みによる定性的な効果や変化がわかる項目を2～3つご記入ください。
　・ご記載いただいた指標および項目は決算期毎に西武信用金庫職員がヒアリングに伺った際に、内容を報告していただきます。

10．融資をどう有効活用するか 【400～800文字程度】

今回の融資をどのように有効活用しますか。資金の具体的な使途や工夫について教えてください。

	融資資金の
具体的な使途
	例）◯名×◯ヶ月分の人件費〇〇円、◯◯を購入するための費用〇〇円　等


	もたらされる
効果や有効活用の工夫
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